
学校訪問だより【２４】 松本市立筑摩小学校 

唯一無二のてまりづくり 

令和８年１月１６日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てまりづくりの様子 

 １２月１７日（水）に、筑摩小学校４年生のてまりづくりの授業を参観させていただきました。伝統文化や伝統

工芸について勉強している４年生が、松本市立博物館を見学した時、松本てまりを見て「作ってみたい！」と声あ

げたことが、今回の授業につながりました。講師は、松本てまりの会の職人さんです。また、ボランティアさんと

して、事前講習会に参加した地域の方も参加しました。その授業の様子を紹介します。 

 てまりづくりをする子どもたちからは、糸を選ぶワクワク、糸の
色のバランスを考えるワクワク、だんだん出来上がってくるワクワ
クなど、たくさんのワクワクが伝わってきました。また、夢中にな
って黙々と制作を進めている子、友達と会話をしたり糸の配色を考
えたり、作り方を教え合ったりしながら進めている子、お互いの様
子を見ながら声を掛け合って進めている子など、一人ひとりが自分
のペースで制作を楽しみながら進めていました。てまりが完成する
と、手の中のてまりをじっくりと眺めている子、お互いのてまりを
見て感想を伝え合っている子、ボランティアさんにてまりを見せて
いる子など、それぞれに完成したてまりを味わっていました。 
 てまりづくりは、今日まで大切に受け継がれてきた松本の伝統文
化をより深く知るとともに、伝統文化の尊重や次世代への継承、 
さらには地域愛を育み、豊かな学びになることと思います。 
★完成したてまりは、オリジナリティ溢れる、 
世界に一つしかない唯一無二のてまりです。 

 
 子どもたちが「てまりを作ってみたい！」
と言ったので、コミュニティスクール・コ
ーディネーターの清水さんに相談したら、
この授業が実現できた。 
 今回のてまり制作は、地域の方との交流
もでき、良い体験になった。また、地域の
方々も協力してくれて、ありがたかった。 
 

担任の先生の思い 

 
★難しかったけど、てまりづくりを体験で
きて良かった。楽しくできた。 

★丁寧な作業をするのが難しかった。 
★バツの刺繍をするところがすごく難しか
った。でも上手くできて良かった。 

★私と妹の好きな色の糸を使って作った。
きれいなてまりができて嬉しかった。 

★いろんな色の糸を使って自分だけのてま
りができたので、嬉しかった。 

★糸をずらさないように頑張った。完成し
たてまりを見て、頑張って良かったと思
った。家で飾りたい。 

★手芸が好きなので、てまりが上手くでき
て、達成感がある。 

 
 

子どもの感想 

 
◆松本てまりは、そろえること、統一性が
あることが、美しさになる。 

◆松本の伝統である「てまり」を広めたい、
全部の学校でやりたい。 

◆子どもたちのアイデアでオリジナルデザ
インを考えてほしい。 

 
 
 

職人の方の思い 

 
 
 

大人のてまりづくり講座（事前講習会） 

てまりづくりの授業支援に向けて、ボランティアさ
んの募集と併せて大人が楽しめる講座として「てまり
づくり講座」を実施しました。地域の方や保護者の方
が参加し、てまりづくりを楽しみました。授業当日は、
子どもの様子を見ながら授業の支援をしました。 


